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【 誤 訳 訂 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 10月 25日 (2005.10.25)
【 誤 訳 訂 正 １ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】

に 作 動 さ れ る 制 御 弁 を 備 え 、 そ の 制 御 弁 が 弁 制 御 部 材 （ １ ２ ） に よ っ て 密 封 面 （ １
３ ， １ ７ ） に 付 設 さ れ た 流 体 貫 通 開 口 （ １ ４ ａ ） を 選 択 的 に 閉 鎖 或 い は 解 放 し 、 そ れ に よ
り 流 体 貫 通 開 口 と 接 続 さ れ た 制 御 圧 室 （ １ ４ ） 内 の 圧 力 を 制 御 し 、 弁 制 御 部 材 （ １ ２ ） が
流 体 貫 通 開 口 （ １ ４ ａ ） の 密 封 面 （ １ ７ ） と 共 働 す る 制 御 部 材 密 封 面 （ １ ６ ａ 、 制 御
部 材 密 封 面 （ １ ６ ａ ） か ら 間 隔 を お い て 配 置 さ れ て い る 制 御 部 材 停 止 面 （ １ ２ ａ ） を 有
し 、 弁 制 御 部 材 （ １ ２ ） が 制 御 部 材 密 封 面 （ １ ６ ａ ） と 制 御 部 材 停 止 面 （ １ ２ ａ ） の 間 の
間 隔 に 関 し て 余 分 な 寸 法 を 有 す る 弁 ロ ッ ド （ １ ６ ） を 有 す る 内 燃 機 関 の 噴 射 弁 に お い て 、
こ の 余 分 な 寸 法 が 閉 鎖 運 動 の 際 に 弁 ロ ッ ド （ １ ６ ） の 弾 性 変 形 に よ っ て さ れ る こ と を
特 徴 と す る 内 燃 機 関 の 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ２ 】
制 御 部 材 停 止 面 （ １ ２ ａ ） は 制 御 部 材 密 封 面 （ １ ６ ａ ） よ り 実 質 的 に 大 き い こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ３ 】
弁 制 御 部 材 （ １ ２ ） は 一 部 材 或 い は 多 部 材 の 弁 ロ ッ ド （ １ ６ ） を 備 え て 形 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 或 い は 請 求 項 ２ に 記 載 の 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ４ 】
弁 制 御 部 材 （ １ ２ ） は 弁 ロ ッ ド （ １ ６ ） の 前 面 に 接 触 し 且 つ 制 御 部 材 密 封 面 （ １ ６ ａ ） を
包 含 す る 弁 体 （ ３ ０ ） を 包 含 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ５ 】
弁 体 （ ３ ０ ） は 密 封 す る よ う 流 体 貫 通 開 口 （ １ ４ ａ ） と 共 働 す る 球 体 と し て 形 成 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ６ 】
制 御 部 材 密 封 面 （ １ ６ ａ ） は 弁 制 御 部 材 （ １ ２ ） か ら 形 成 さ れ た 弁 ロ ッ ド （ １ ６ ） の 前 面
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 噴 射 弁 。
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【 請 求 項 ７ 】
弁 制 御 部 材 （ １ ２ ） は 茸 に 構 成 さ れ て お り 、 弁 ロ ッ ド （ １ ６ ） を 形 成 し 、 制
御 部 材 停 止 面 （ １ ２ ａ ） が 領 域 内 で 弁 ロ ッ ド （ １ ６ ） を 同 心 円 状 に 取 り 囲 む 環 状 カ
ラ ─ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 乃 至 請 求 項 ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ８ 】
弁 制 御 部 材 （ １ ２ ） は （ １ ２ ０ ） で 制 御 部 材 停 止 面 （ １ ２ ａ ） を 有 す る 制 御 部
材 停 止 部 と 、 制 御 部 材 密 封 面 （ １ ６ ａ ） や 制 御 部 材 停 止 部 と 作 用 接 続 す る 弁 ロ ッ ド （ １ ６
） と に 分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 乃 至 請 求 項 ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 噴 射 弁
。
【 請 求 項 ９ 】
制 御 部 材 停 止 部 は に 構 成 さ れ て お り 、 制 御 部 材 停 止 面 （ １ ２ ａ ） が 領 域 内 で
弁 ロ ッ ド （ １ ６ ） に 当 接 す る 前 面 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 乃 至 請 求 項 ８ の い ず れ
か 一 項 に 記 載 の 噴 射 弁 。
【 請 求 項 １ ０ 】
弁 ロ ッ ド （ １ ６ ） は 少 な く と も 一 個 の 案 内 ス リ － ブ （ １ ５ ｏ ， １ ５ ｕ ） 内 で 軸 方 向 に 移 動
自 在 に 案 内 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 乃 至 請 求 項 ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 噴 射 弁
。
【 請 求 項 １ １ 】
案 内 ス リ － ブ （ １ ５ ｕ ） は 制 御 部 材 密 封 面 （ １ ６ ａ ） に 対 し て 距 離 に 配 置 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 噴 射 弁 。
【 請 求 項 １ ２ 】
弁 ロ ッ ド （ １ ６ ） の 長 さ が そ の ロ ッ ド 直 径 の 数 倍 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３
乃 至 請 求 項 １ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 噴 射 弁 。
【 請 求 項 １ ３ 】
密 封 面 （ １ ７ ） は 円 板 状 挿 入 部 材 （ ３ ２ ） の 前 面 に 形 成 さ れ て い て 、 密 封 面 （ １ ７ ） と 反
対 を 向 い た 面 に 制 御 圧 室 （ １ ４ ） が 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ２ の
い ず れ か 一 項 に 記 載 の 噴 射 弁 。
【 請 求 項 １ ４ 】
挿 入 部 材 （ ３ ２ ） は 二 部 材 で 流 体 貫 通 開 口 （ １ ４ ａ ） と 流 出 絞 り （ ３ ３ ） を 包 含 す る 第 一
部 材 （ ３ ７ ） と 、 制 御 圧 室 （ １ ４ ） を 流 体 貫 通 開 口 （ １ ４ ａ ） と 接 続 す る 孔 （ ３ ５ ） を 備
え て 制 御 圧 室 側 に 位 置 す る 第 二 部 材 （ ３ ４ ） と よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ３ に 記 載 の 噴 射 弁 。
【 請 求 項 １ ５ 】
第 二 部 材 （ ３ ４ ） は 孔 （ ３ ５ ） と 接 続 す る 流 入 絞 り （ ３ ６ ） を 包 含 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ４ に 記 載 の 噴 射 弁 。
【 請 求 項 １ ６ 】
挿 入 部 材 （ ３ ２ ） は 流 出 絞 り （ ３ ３ ） の 外 に 流 入 絞 り （ ３ ６ ） を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 噴 射 弁 。
【 請 求 項 １ ７ 】
制 御 圧 室 （ １ ４ ） は 流 入 絞 り （ ３ ６ ） と 接 続 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 或 い は
請 求 項 １ ４ に 記 載 の 噴 射 弁 。
【 請 求 項 １ ８ 】
弁 ニ － ド ル （ ２ ０ ） は ノ ズ ル ニ － ド ル 座 面 か ら 反 対 を 向 い た 後 方 端 を 備 え て 制 御 圧 室 （ １
４ ） 内 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 乃 至 請 求 項 １ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 噴
射 弁 。
【 請 求 項 １ ９ 】
挿 入 部 材 （ ３ ２ ） は 弁 ニ － ド ル （ ２ ０ ） 用 の 停 止 部 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
８ に 記 載 の 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
挿 入 部 材 （ ３ ２ ） 、 中 心 合 せ 保 持 ク リ ッ プ （ ３ ９ ） と 、 少 な く と も 一 個 の 弁 ロ ッ ド （ １ ６
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） と 制 御 部 材 停 止 面 （ １ ２ ａ ） を 備 え る 少 な く と も 一 個 の 案 内 ス リ － ブ （ １ ５ ｏ ， １ ５ ｕ
） と が 収 容 さ れ て い る ス リ － ブ （ ３ ８ ） と は 弁 ロ ッ ド 突 出 部 に 関 し て 調 整 可 能 な 構 成 ユ ニ
ッ ト を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 乃 至 請 求 項 １ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 噴 射
弁 。
【 誤 訳 訂 正 ２ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 勿 論 、 弁 制 御 部 材 の 直 径 の 欠 点 は 、 小 さ い 直 径 と 小 さ い 前 面 に よ り

こ と に あ る 。 弁 制 御 部 材 の 直 径 の
更 な る 欠 点 は 、 著 し い 質 量 を 一 緒 に 形 成 す る 磁 石 ア ン カ － と 弁 制 御 部 材 の 閉 鎖 運 動 が

遅 延 さ れ て 、 跳 ね 返 り 効 果 を 生 じ る 。 弁 制 御 部 材
は 出 来 る だ け 大 き い 直 径 と 相 応 し い 大 き い 前 面 が 望 ま れ て い た 。

【 誤 訳 訂 正 ３ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 前 記 が 解 消 さ れ て 、 そ れ に よ り 制 御 弁 の 大 き な
精 度 と 極 め て 高 い 圧 力 が 得 ら れ 、 同 時 に 高 い 磨 耗 が 弁 制 御 部 材 の 跳 ね 返 り 運
動 に よ っ て 阻 止 さ れ る よ う に 、 前 記 構 成 の 噴 射 弁 を 形 成 す る こ と で あ る 。
【 誤 訳 訂 正 ４ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 制 御 部 材 停 止 面 か ら の 制 御 部 材 密 封 面 の こ の 発 明 に よ る 立 体 的 分 離 に よ り 、 必
要 条 件 が 一 方 で 密 封 機 能 と 他 方 で 跳 ね 返 り 減 衰 機 能 に 関 し て 同 時 に 実 現 さ れ る 。 そ れ 故 に
、 こ の 発 明 の 好 ま し い 構 成 で は 、 制 御 部 材 停 止 面 が 制 御 部 材 密 封 面 よ り 実 質 的 に 大 き い こ
と が 提 案 さ れ る 。 制 御 部 材 停 止 面 と 制 御 部 材 密 封 面 と の 局 部 的 に 分 離 さ れ た 構 成 は さ ら に
、 流 体 貫 通 開 口 と 制 御 部 材 密 封 面 と の 領 域 に 生 じ る よ う に 高 い 流 体 圧 が 局 部 的 に 電 磁 石 か
ら 移 転 さ れ て 、 電 磁 石 が 高 い 油 圧 圧 力 に よ り 保 護 さ れ る と 言 う 利 点 を 有 す る 。 結 局 、 更 な
る 利 点 は 、 電 磁 石 が 損 傷 前 に も 制 御 流 体 の 物 理 的 或 い は 化 学 的 特 性 に よ り 保 護 さ れ 得 る 。
【 誤 訳 訂 正 ５ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 弁 ロ ッ ド の 長 さ は 、 制 御 部 材 停 止 面 用 の 基 準 停 止 部 か ら の 流 体 貫 通 開 口 の 密 封 面 或 い は
弁 ロ ッ ド の 弁 体 停 止 部 の 距 離 よ り で あ る 。
【 誤 訳 訂 正 ６ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 弁 制 御 部 材 の こ の 発 明 に よ り 分 割 さ れ た 構 成 の 実 質 的 利 点 は 、

制 御 部 材 停 止 部 と 無 関 係 に 容 易 に 製 造 で き る こ と に あ る 。 更 な る 利 点 は 、 弁 ロ ッ
ド や 制 御 部 材 停 止 部 の た め の 種 々 の 材 料 が 使 用 さ れ 得 る こ と に あ る 。 弁 制 御 部 材 の 分 割 さ
れ た 実 施 態 様 で は 、 弁 ロ ッ ド の 解 放 運 動 、 即 ち 密 封 面 が 流 体 貫 通 開 口 か ら
の 過 圧 に よ っ て 或 い は 支 持 す る 補 助 ば ね に よ っ て 保 証 さ れ る こ と が 、 確 保 さ れ る に ち
が い な い 。 弁 ロ ッ ド の 僅 か な 余 分 長 さ は 、 制 御 部 材 密 封 面 或 い は 弁 体 停 止 部 と 制 御 部 材 停
止 面 （ 弁 ロ ッ ド 突 出 部 ） と の 間 の 間 隔 に 関 連 し て 、 閉 鎖 運 動 の 際 に 弁 ロ ッ ド の 弾 性 変 形 （
短 縮 ） に よ っ て 吸 収 さ れ 得 る 。
【 誤 訳 訂 正 ７ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 発 明 の 他 の 構 成 で は 、 弁 ロ ッ ド を 案 内 ス リ － ブ 内 で 軸 方 向 に 移 動 自 在 に 案 内 す る こ
と が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 場 合 に 出 来 る だ け 最 小 制 御 部 材 密 封 面 を 考 慮 し て 、 案 内 ス リ －
ブ が 弁 ロ ッ ド の 制 御 部 材 密 封 面 の 僅 か な 距 離 に 配 置 さ れ て い る こ と を 得 よ う と 努 め る べ き
で あ る 。 こ の 方 法 で は 弁 ロ ッ ド の 自 由 端 の 曲 げ 振 動 が 制 御 部 材 密 封 面 に よ り 阻 止 さ れ る の
で 、 制 御 部 材 密 封 面 が 貫 通 孔 よ り 僅 か に 大 き い 直 径 を 有 す る ち が い な い 。
【 誤 訳 訂 正 ８ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 添 付 図 面 に 基 づ い て こ の 発 明 の 実 施 例 が 説 明 さ れ る 。 図 面 で は 、 図 １ は 長 手 方 向 断 面 で
こ の 発 明 の 噴 射 弁 を 示 し 、 図 ２ は 図 １ に よ る 噴 射 弁 の 電 磁 制 御 弁 の 領 域 を 拡 大 し て 示 し 、
図 ３ は 図 ２ の 図 示 に 比 べ て 、 図 ４ は 制
御 部 材 密 封 面 の 領 域 内 に 挿 入 部 材 を 備 え る 噴 射 弁 の 異 種 態 様 を 示 し 、 図 ５ は 弁 ロ ッ ド の 端
部 に 配 置 さ れ た 球 状 弁 体 を も つ 直 接 制 御 部 材 密 封 面 領 域 の 拡 大 面 を 示 し 、 図 ６ は 弁 ニ － ド
ル が そ の 噴 射 開 口 と 反 対 を 向 い た 端 に よ り 直 接 に 制 御 圧 室 に 位 置 す る こ の 発 明 に よ る 噴 射
弁 の 異 種 態 様 を 長 手 方 向 断 面 で 示 す 。 　
【 誤 訳 訂 正 ９ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ で は 同 じ 構 成 部 材 は 図 １ に お け る 様 に 同 じ 符 号 を 備 え て い る 。 弁 制 御 部 材 １ ２ は 実
質 的 に に 構 成 さ れ て お り 、 弁 ロ ッ ド １ ６ を 茸 茎 と し て 形 成 さ れ て い て 、 弁 ロ ッ
ド が 茸 領 域 か ら 密 封 面 １ ７ に ま で 達 し 、 流 体 貫 通 開 口 １ ４ ａ が 制 御 圧 室 １ ４ か ら 密
封 面 に 連 通 す る 。 弁 ロ ッ ド １ ６ の 直 径 は 、 前 面 が 流 体 貫 通 開 口 １ ４ ａ を 直 接 に 過 圧 し て 、
そ れ で 密 封 面 １ ７ に 密 封 座 を 形 成 す る よ う に 選 定 さ れ て い る 。 弁 ロ ッ ド １ ６ の 長 さ が そ の
直 径 の 数 倍 で あ る こ と が 容 易 に 認 識 で き る 。 制 御 圧 室 １ ４ は 絞 り 孔 を 介 し て 噴 射 弁
の 高 圧 通 路 シ ス テ ム と 接 続 し て い る 。 弁 制 御 部 材 １ ２ は 弁 ロ ッ ド １ ６ に よ っ て 上 案 内 ス リ
－ ブ １ ５ ｏ と 下 案 内 ス リ － ブ １ ５ ｕ に ケ － シ ン グ 側 に 軸 方 向 に 移 動 自 在 に 支 承 さ れ て い る
。 下 案 内 ス リ － ブ １ ５ ｕ は 、 制 御 部 材 密 封 面 １ ６ ａ と し て 形 成 さ れ て い る 弁 ロ ッ ド １ ６ の
下 端 と 下 案 内 ス リ － ブ １ ５ ｕ の 下 辺 と の 間 に 僅 か な 間 隔 が 残 っ て い る よ う に 配 置 さ れ て い
る 。 そ こ に 生 じ る 環 状 室 １ ８ は 噴 射 弁 の 低 圧 流 体 接 続 部 １ ９ と 接 続 し て い る 。 電 磁 制 御 弁
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の 長 さ



の 図 ２ に 示 さ れ た 閉 鎖 状 態 で は 、 弁 ロ ッ ド １ ６ は そ の 制 御 部 材 密 封 面 １ ６ ａ に よ り 流 体 貫
通 開 口 １ ４ ａ を 閉 じ る 。 制 御 部 材 １ ２ の 茸 脚 領 域 に 弁 ロ ッ ド １ ６ を 同 心 円 状 に 取 り 囲 む 環
状 カ ラ ─ を 制 御 部 材 停 止 面 １ ２ ａ と し て 形 成 さ れ て 、 ス リ － ブ １ ５ ｏ の 上 平 面 に 静 止 す る
。 電 磁 制 御 弁 の 図 示 さ れ た 閉 鎖 状 態 で は 、 弁 制 御 部 材 １ ２ は 磁 石 ア ン カ － １ １ と 一 緒 に 詳
細 に 図 示 さ れ な い 圧 縮 ば ね か ら 負 荷 を 受 け て 、 圧 縮 ば ね は 制 御 部 材 １ ２ を 密 封 面 １ ７ に 、
同 時 に 上 案 内 ス リ － ブ １ ５ ｏ の 上 面 に 押 圧 し 、 上 案 内 ス リ － ブ は 制 御 部 材 １ ２ の 制 御 部 材
停 止 面 １ ２ ａ 用 の 基 準 停 止 部 と し て 役 立 つ 。 電 磁 石 １ ０ が 通 電 さ れ る な ら ば 、 磁 石 ア ン カ
－ １ １ が 圧 縮 ば ね の 力 に 逆 ら っ て 弁 制 御 部 材 １ ２ を 上 方 へ 引 く の で 、 流 体 貫 通 開 口 １ ４ ａ
が 解 放 さ れ て 、 そ れ に よ り 制 御 圧 室 １ ４ 内 に 圧 力 降 下 が 生 じ 、 弁 ニ － ド ル ２ ０ の 上 昇 と そ
れ に よ る 噴 射 を 奏 す る 。 電 流 が 切 れ る と 、 圧 縮 ば ね の 力 下 で 弁 制 御 部 材 １ ２ が 磁 石 ア ン カ
－ １ １ と 一 緒 に 下 方 へ 作 用 す る 。 こ の 場 合 に 弁 ロ ッ ド １ ６ の 制 御 部 材 密 封 面 １ ６ ａ に 比 較
し て 制 御 部 材 １ ２ の 極 め て 大 き な 制 御 部 材 停 止 面 １ ２ ａ 磁 石 ア ン カ － と 弁 制 御 部 材 と

純 粋 な 減 衰 面 と し て 作 用 す る 。 弁 ロ ッ ド １ ６ の 下 端 に お
け る 極 め て 小 さ い 制 御 部 材 密 封 面 １ ６ ａ が 密 封 座 の 機 能 を 引 き 受 け 、 こ の こ と は 面
自 体 に 基 づ い て 極 め て 高 制 御 圧 で 大 き な 精 度 で 漏 れ の 危 険 な し に 行 わ れ る 。
【 誤 訳 訂 正 １ ０ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 危 険 は 図 ３ に よ る 拡 大 さ れ た 図 示 に 基 づ い て 従 来 の 噴 射 弁 に も 示 さ れ
る 。 そ の よ う な 弁 は 図 １ と 図 ２ に 示 さ れ た の と 同 様 に 構 成 さ れ る が 、 し か し 制 御 圧 室 １ ４
と 接 続 し て い る 流 体 貫 通 開 口 １ ４ ａ が 停 止 密 封 面 の 機 能 を 有 す る ケ － シ ン グ 面 １ ３ に ま で
案 内 さ れ る と 相 違 を も つ 。 更 に 、 弁 制 御 部 材 １ ２ は 茸 状 に 形 成 さ れ て い る が 、 し か し
こ の 発 明 の 弁 ロ ッ ド １ ６ を 有 し な い 。 弁 制 御 部 材 １ ２ の 減 衰 跳 ね 上 が り 作 用 を 僅 か に さ せ
な い た め に 、 密 封 座 面 と 跳 上 り 面 の 直 径 は 流 体 貫 通 開 口 １ ４ ａ の 直 径 よ り 大 き く 明 ら か
に 選 定 さ れ る 。 そ の 際 に は 角 度 誤 差 ｆ 、 即 ち 弁 制 御 部 材 １ ２ の 長 手 軸 線 に 対 し て 正 確 に 直
角 の 密 封 停 止 面 の 偏 差 に よ っ て 弁 制 御 部 材 １ ２ の 当 接 す る 状 態 に お い て も 最 小 隙 間 ｓ が 残
っ て お り 、 こ の 隙 間 ｓ が 高 圧 領 域 １ ４ 内 で 永 続 的 圧 力 降 下 を ま ね く と 危 険 を 受 け な け
ね ば な ら な い 。
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